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（
一
社
）
長
崎
県
管
工

事
協
会
（
岩
永
堅
之
進
会

長
）
は
７
月

日
、
長
崎

市
古
町
の
管
工
事
会
館
で

第

回
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。
解
散
に
伴
い
、
最

後
の
総
会
と
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
岩
永
会
長

が
「
当
初
は
研
究
等
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

が
、
多
く
の
会
員
が
管
組

合
に
加
入
し
て
お
り
、
負

担
軽
減
な
ど
の
観
点
か
ら

解
散
す
る
に
至
っ
た
」
と

経
緯
を
説
明
。
こ
れ
ま
で

の
対
応
に
つ
い
て
、
関
係

者
に
対
し
謝
意
を
示
し
た
。

　
星
野
管
工
設
備
㈱
の
谷

村
正
夫
氏
が
議
長
に
就
任

し
議
事
を
進
行
し
た
。
解

散
を
受
け
、
関
係
す
る
２

０
２
４
年
度
事
業
報
告
や

決
算
報
告
を
承
認
。
青
井

誠
一
監
事
が
監
査
報
告
を

行
っ
た
。

　
同
協
会
は
、
技
術
技
能

の
導
入
、
教
育
、
新
工
法

の
開
発
・
普
及
を
目
的
と

し
て
１
９
９
２（
平
成
４
）

年
に
設
立
。
こ
れ
ま
で
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
第

回

通
常
総
会
に
お
い
て
解
散

を
承
認
。
２
０
２
５
年
４

月

日
を
も
っ

て
解
散
し
た
。

　
解
散
後
の
５

月
１
日
以
降

は
、
法
務
局
へ

の
登
記
や
官
報

へ
の
解
散
公
告

の
掲
載
な
ど
を

司
法
書
士
に
依

頼
。
今
後
、
清

算
結
了
の
手
続

き
を
行
い
、
解

散
に
関
す
る
す
べ
て
の
手

続
き
を
終
了
す
る
予
定

だ
。

議
事
進
行
す
る
谷
村
氏

あ
い
さ
つ
す
る
岩
永
会
長

　
国
土
交
通
省
は
、
８
月
２
日
に
埼
玉
県
行

田
市
で
発
生
し
た
下
水
道
管
路
点
検
中
の
作

業
員
死
亡
事
故
を
受
け
、
地
方
自
治
体
と
日

本
下
水
道
事
業
団
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
対
し
、

安
全
確
保
の
徹
底
を
促
す
事
務
連
絡
を
発
出

し
た
。
今
後
、事
故
原
因
を
把
握
し
た
上
で
、

再
発
防
止
策
も
指
示
す
る
見
通
し
。
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２
日
に
行
田
市
で

発
生
し
た
事
故
で

は
、
作
業
員
４
人
が

死
亡
。
埼
玉
県
八
潮

市
で
発
生
し
た
道
路

陥
没
事
故
を
踏
ま
え

て
進
め
て
い
る
「
全

国
特
別
重
点
調
査
」

の
実
施
中
に
発
生
し

た
。

　
事
務
連
絡
で
は
、

下
水
管
路
内
で
作
業

す
る
場
合
に
は
、
厚

生
労
働
省
が
ま
と
め

た
「
酸
素
欠
乏
症
等

防
止
規
則
」
や
、
日

本
下
水
道
協
会
が
ま

と
め
た
「
下
水
道
維
持
管

理
指
針
」
に
基
づ
き
、
安

全
対
策
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
た
。具
体
的
に
は
、

管
路
内
の
硫
化
水
素
や
酸

素
濃
度
の
測
定
・
換
気
の

実
施
や
、
転
落
防
止
の
た

め
の
安
全
帯
の
使
用
な
ど

で
、
安
全
確
保
対
策
の
徹

底
を
委
託
事
業
者
へ
指
導

・
監
督
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
全
国
特
別
重
点
調
査
に

つ
い
て
は
、
３
月

日
の

実
施
要
請
時
点
で
、
安
全

確
保
に
最
大
限
留
意
す
る

こ
と
や
、
調
査
に
当
た
っ

て
は
換
気
や
流
出
防
止
措

置
な
ど
を
講
じ
る
よ
う
求

め
て
い
た
。
ま
た
、
八
潮

市
で
の
道
路
陥
没
を
踏
ま

え
た
有
識
者
会
議
の
第
２

次
提
言
で
は
、
「
作
業
安

全
の
確
保
は
下
水
道
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
前
提
条
件
」

と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
国
交
省

は
、
調
査
実
施
に
対
す
る

安
全
確
保
の
最
優
先
を
改

め
て
要
請
し
た
。

　
特
別
重
点
調
査
は
、
管

径
２
㍍
以
上
で
１
９
９
４

年
以
前
に
設
置
さ
れ
た
下

水
道
管
路
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
。

　
調
査
の
対
象
延
長
は
約

５
０
０
０
㌔
で
、
こ
の
う

ち
▽
八
潮
市
の
道
路
陥
没

現
場
と
類
似
す
る
構
造
・

地
盤
条
件
▽
管
路
が
腐
食

し
や
す
い
▽
陥
没
履
歴
が

あ
り
、
交
通
へ
の
影
響
が

大
き
い
▽
そ
の
他
（
沈
砂

池
の
堆
積
土
砂
が
顕
著
に

増
加
し
た
処
理
場
・
ポ
ン

プ
場
に
つ
な
が
る
管
路
）

―
に
該
当
す
る
管
路
約
１

０
０
０
㌔
は
、
優
先
的
に

調
査
す
べ
き
と
し
て
い
る

＝
図
参
照
。

　
調
査
方
法
に
つ
い
て

は
、
管
路
内
に
従
業
員
が

入
っ
て
劣
化
状
況
を
調
べ

る
潜
行
目
視
と
い
っ
た
従

来
手
法
だ
け
で
な
く
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

調
査
の
実
施
も
求
め
た
。

　
国
交
省
は
、
優
先
調
査

箇
所
の
調
査
結
果
を
８
月

８
日
ま
で
に
ま
と
め
、
報

告
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

る
。
優
先
調
査
箇
所
以
外

は
２
０
２
６
年
２
月
末
ま

で
に
ま
と
め
る
よ
う
求
め

た
。

　
俳
優
の
玉
木
宏
さ
ん
が

登
場
す
る
、
働
き
方
改
革

Ｐ
Ｒ
動
画
「
く
ら
し
、
は

た
ら
き
、
も
っ
と
ス
ス
メ

！
」
が
８
月
４
日
に
初
め

て
公
開
さ
れ
た
。
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
て
１
年
以
上
が
経
過

し
た
建
設
業
な
ど
に
向

け
、
さ
ら
な
る
労
働
環
境

の
改
善
を
促
す
。
同
日
に

開
か
れ
た
記
者
発
表
会
に

登
壇
し
た
玉
木
さ
ん
は

「
建
設
業
で
働
く
人
た
ち

が
気
持
ち
よ
く
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
世
の
中
に

な
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を

一
人
で
も
多
く
の
人
に
見

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
動
画
で
は
、
工
期
ダ
ン

ピ
ン
グ
の
排
除
や
適
正
な

労
務
費
確
保
、
資
材
価
格

高
騰
時
の
協
議
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
働
き
方
改
革
に

向
け
た
取
り
組
み
を
振
り

返
り
つ
つ
、
玉
木
さ
ん
が

「
も
っ
と
は
た
ら
き
か
た

ス
ス
メ
！
」
と
力
強
く
宣

言
。
発
注
者
や
発
荷
主
・

着
荷
主
な
ど
の
取
引
関
係

者
に
も
配
慮
を

求
め
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　
記
者
発
表
会

に
登
壇
し
た
国

土
交
通
省
不
動

産
建
設
経
済
局

建
設
業
課
の
井

上
尭
企
画
専
門
官
は
、「
労

働
ス
キ
ル
に
見
合
っ
た
賃

金
や
物
価
高
騰
分
の
価
格

転
嫁
、
余
裕
の
あ
る
工
期

設
定
な
ど
が
実
現
し
な
い

と
、
建
設
業
の
担
い
手
の

確
保
が
難
し
く
な
り
、
国

民
の
生
活
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」

と
話
し
、
発
注
者
や
国
民

に
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
労

働
基
準
局
労
働
条
件
政
策

課
の
川
口
俊
徳
課
長
は
、

「
労
働
時
間
が
他
産
業
と

比
べ
て
長
い
背
景
に
は
取

引
慣
行
の
問
題
が
見
受
け

ら
れ
る
」
と
し
、
国
交
省

と
連
携
し
な
が
ら
、
改
善

に
取
り
組
む
考
え
を
示
し

た
。

　
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
働
き
方

改
革
総
合
サ
イ
ト
「
は
た

ら
き
か
た
ス
ス
メ
」
な
ど

で
確
認
で
き
る
。

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

崎
（
諫
早
市
小
船
越
町
、

竹
内
一
茂
所
長
）は
２
日
、

『
親
子
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
』
を
開
催
。
午
前
の

部
、
午
後
の
部
合
わ
せ
て

組
近
く
が
参
加
し
、
職

業
訓
練
校
の
実
践
的
な
環

境
の
下
、
も
の
づ
く
り
を

学
ん
だ
。

　
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

と
、
も
の
づ
く
り
を
支
え

る
技
能
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
に
、
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
全

国
の
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
）
で
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
。
長
崎
で
は
▽

文
房
具
整
理
箱
▽
ス
テ
ン

レ
ス
製
小
物
入
れ
▽
ア
ク

リ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
＆
ネ

ー
ム
プ
レ
ー
ト
▽
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
▽
光
る
剣
―
を
つ

く
る
体
験
コ
ー
ス
を
行
っ

た
。

　
開
講
式
で
竹
内
所
長

は
、
も
の
づ
く
り
の
職
業

訓
練
な
ど
を
行
う
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説

明
し
た
上
で
、
県
内
に
多

数
の
も
の
づ
く
り
の
企
業

が
あ
る
こ
と
に
触
れ
「
も

の
づ
く
り
は
、
み
ん
な
の

生
活
を
支
え
る
大
切
な
仕

事
。
こ
の
機
会
に
〝
長
崎

の
も
の
づ
く
り
〞
に
つ
い

て
調
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
語
り
掛
け
た
。
そ

し
て
、
今
回
の
体
験
教
室

で
、楽
し
く
取
り
組
ん
で
、

子
ど
も
達
の
〝
ひ
ら
め

き
〞
や
〝
工
夫
す
る
力
〞

が
育
つ
こ
と
を
願
っ
た
。

　
参
加
者
は
そ
の
後
、
テ

ク
ノ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
職
業
訓
練
指
導
員
）
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
各

実
習
場
な
ど
で
も
の
づ
く

り
を
体
験
。こ
の
う
ち『
光

る
剣
』
の
教
室
で
は
、
ま

ず
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
特
徴
や
発
光

の
原
理
な
ど
を
学
ん
だ
上

で
、
３
色
（
赤
・
緑
・
青
）

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
と
紙
コ

ッ
プ
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー
を
使
っ
て
、
発
光

の
原
理
を
実
験
。
引
き
続

き
、
給
油
ポ
ン
プ
と
カ
ラ

ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
、
小
型
Ｌ

Ｅ
Ｄ
懐
中
電
灯
を
使
っ
て

光
る
剣
を
組
み
上
げ
た
。

　
工
作
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
は
、
本
紙
の
取
材
に

対
し
口
々
に
「
楽
し
か
っ

た
」
と
応
え
、
光
の
三
原

色
を
組
み
合
わ
せ
て
さ
ま

ざ
ま
な
色
を
創
り
出
し
、

最
後
に
は
白
色
に
光
る
実

験
に
は
「
不
思
議
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
保
護
者
も

「
身
近
に
あ
る
も
の
か
ら

不
思
議
を
感
じ
、
も
の
づ

く
り
に
関
心
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
教
室
で
の
体
験

が
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
。

「
光
る
剣
」
づ
く
り
の
様
子

最終総会の様子
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